
江夏美好文学碑
「飛騨は「下々の国」である。大化の改新のおり国
制を「大・上・中・下」の四等に定められたが、飛騨
は山また山の辺鄙ゆえ、下国のなかでも「下々の
国」と呼ばれたという」  （『下々の女』より）

西之一色町飛騨の里・文学散歩道

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

       

会
長
　
小
林
　
浩

「
皆
様
と
と
も
に
新
し
い
文
化
活
動
を
目
指
し
ま
す
」

年
頭
の

ご
挨
拶

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
を
始
め
市
民
の

皆
様
に
は
、
令
和
四
年
の
輝
か

し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　
ま
た
日
頃
は
、
一
般
社
団
法

人
高
山
市
文
化
協
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、

当
協
会
の
み
な
ら
ず
多
く
の
文

化
団
体
や
企
業
が
、
事
業
の
縮

小
、
延
期
又
は
自
粛
な
ど
を
強

い
ら
れ
、
大
変
な
ご
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

も
、
高
山
市
の
文
化
活
動
を
後

退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
思

い
で
、
岐
阜
県
及
び
高
山
市
の

指
導
を
受
け
、
十
分
な
コ
ロ
ナ

対
策
を
施
し
て
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
大

変
な
不
自
由
を
お
掛
け
す
る
こ

と
と
な
り
、
誠
に
心
苦
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
の
発

生
も
あ
り
、
収
束
の
予
測
は
困

難
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
事

態
を
教
訓
に
既
存
事
業
の
再
検

討
と
と
も
に
、
今
後
の
文
化
協

会
の
活
動
の
あ
り
か
た
を
真
剣

に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
高
山
市
か
ら
受
託

し
て
い
る
市
民
文
化
会
館
な
ど

の
指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

利
用
の
促
進
と
有
効
活
用
を
図

り
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
高
山

市
へ
要
望
し
て
い
る
新
文
化
会

館
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
と
研
究
を
重
ね

た
結
果
を
ま
と
め
、
昨
年
十
一

月
に
國
島
高
山
市
長
へ
「
新
文

化
会
館
建
設
提
言
書
」
と
し
て

提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
高
山
市
総
合

計
画
の
ほ
か
、
各
種
の
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
駅
西
地
区
の
発

展
を
見
据
え
て
、
そ
の
拠
点
と

な
り
う
る
市
民
文
化
会
館
・
公

民
館
を
核
と
し
た
「
高
機
能
複

合
施
設
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
提
言
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
文
化
芸
術
施
設
の
整

備
は
、
私
達
が
常
に
提
唱
し
て
い

る
「
市
民
の
皆
様
が
文
化
活
動

に
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

文
化
芸
術
を
も
っ
と
身
近
な
も
の

に
し
て
い
た
だ
く
」
た
め
の
、
大

き
な
要
件
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
山
市
の
一
層
の
発
展

を
考
え
る
と
、
郷
土
の
文
化
芸
術

活
動
と
、
地
域
経
済
の
発
展
は
相

互
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の

で
、
今
回
提
言
し
た
「
高
機
能
複

合
施
設
」
の
果
た
す
役
割
は
非
常

に
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
文
化

活
動
が
衰
退
し
て
は
、
心
の
潤
い

と
日
常
生
活
の
豊
か
さ
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
。
今
年
こ
そ
平
穏
な

年
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
も
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

新
し
い
文
化
活
動
を
模
索
し
、
実

行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
か
、
高
山
市
文
化

協
会
の
活
動
に
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高
山
市
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
記
念

１
月
14
日（
金
）～
16
日（
日
）

新
春
飾
り
物
展
開
催

　
飛
騨
高
山
の
伝
統
文
化
で
あ

る
「
飾
り
物
」
が
、
昨
年
十
月

二
十
九
日
に
高
山
市
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
飾
り
物
は
、
昔
か
ら
高
山
で
お

祭
り
や
お
祝
い
の
際
に
奉
納
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
一
番
古
い
記
録

は
、
天
明
七
年
（
西
暦
一
七
八
七

年
）
に
、
当
時
の
高
山
郡
代
が
陣

屋
稲
荷
の
初は

つ
う
ま
さ
い

午
祭
の
時
に
、
奉
納

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
飾
り
物
は
大
き
く
三
種
類
に
分

け
ら
れ
、
本
物
そ
っ
く
り
に
対
象

を
直
接
的
に
表
現
す
る
「
作
り

物
」、
駄
洒
落
や
謎
掛
け
で
対
象

を
暗
示
的
に
表
現
す
る
「
判
じ

物
」、
そ
し
て
、
高
山
で
主
流
の

対
象
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
現
す

る
「
見
立
て
物
」
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
同
系
統
の
道
具
を
組

み
合
わ
せ
、
加
工
や
細
工
を
加
え

な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
祭
り
な
ど
の
際
に

旧
街
道
沿
い
や
町
中
の
家
々
の
出

格
子
を
外
し
、
作
品
を
飾
っ
て
い
ま

し
た
が
、
出
格
子
の
あ
る
家
も
減
っ

た
こ
と
か
ら
、
文
化
会
館
に
作
品
を

一
堂
に
集
め
た
「
飾
り
物
展
」
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨年の干支天位「闘牛」

（一社）高山市文化協会  tel.0577-34-6550

●各種特典ございます。詳しくは、お問い合わせください。

個人4,000円、団体7,000円、賛助（企業）12,000円

高山市文化協会賛助会員 文化協会の活動を支えていただいている法人等です。
ご支援ありがとうございます。 （50音順、敬称略）

会員
募集
年会費

お申込み先

高山市文化協会は、芸術・学術の普及と向上に
関する事業を実施し、会員の皆様とともに地域
の文化振興と発展に寄与することを目的として
設立されている一般社団法人です。ぜひご入会
していただき、高山の文化を応援してください。

株式会社 アリス
株式会社 伊千呂
株式会社 伊藤薬局
株式会社 岩佐鐵工所
打保法律事務所
株式会社 打保屋
遠藤隆浩税理士事務所
大垣共立銀行
柏木工 株式会社
株式会社 栗本生花店
株式会社 ゴーアヘッドワークス
有限会社 コサカ楽器

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会
阪下法律事務所
山都印刷 株式会社
株式会社 三礼
株式会社 十六銀行高山支店
株式会社 松華堂文具店
新興自動車 株式会社
崇教 眞光
株式会社 洲さき
株式会社 スズキ薬局
特定医療法人生仁会 須田病院
株式会社 駿河屋魚一

株式会社 第一産業高山本店
高山金融協会
株式会社 高山グリーンホテル
高山市商店街振興組合連合会
株式会社 高山市民時報社
高山信用金庫
有限会社 高山石材
高山米穀協業組合
高山祭屋台保存技術協同組合
田中勝彦税理士事務所
株式会社 たびの恵み
株式会社中日AVシステム 飛騨営業所
中部電力パワーグリッド（株） 高山営業所
株式会社 トーエネック高山営業所
トーヨー事務器 株式会社
なべかま

株式会社 鍋島商店
二木酒造 株式会社
株式会社 二反田工務店
日進木工 株式会社
株式会社 丹生川観光
濃飛乗合自動車 株式会社
株式会社 挾土組
飛騨印刷 株式会社

飛騨会計事務所
飛騨建設 株式会社
飛騨産業 株式会社
ヒダシキ 株式会社
飛騨信用組合
斐太石油 株式会社
飛騨高山森林組合
医療法人天照会ひだ高山整形外科
株式会社 飛騨庭石
株式会社 ひだホテルプラザ
飛騨酪農農業協同組合
飛騨冷凍空調 株式会社
飛雄建設 株式会社
有限会社 平瀬酒造店
株式会社 平田酒造場

有限会社 フジ企画広告事務所
平和メディク 株式会社
株式会社 ペガサスseiso
前越路子税理士事務所
株式会社 マツクラ産業
株式会社 丸進工機
丸仲建設 株式会社
有限会社 丸山建築
株式会社 みの谷
名鉄観光サービス株式会社 高山支店
有限会社 モーツアルト
有限会社 モンビル
有限会社 ゆはら染工
有限会社 脇陣
株式会社 瀬木油店

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更や中止、延期となる場合があります。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

女声ソプラノの音域をもつ

男性ソプラノ歌手（ソプラニスタ）

岡本知高による

感動のコンサート。
奇跡の歌声を高山で。

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後1時15分開演/午後2時開場

高山市民文化会館大ホール日2 27
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
チケットぴあ［Pコード209-129］
ネット受付（特設ページより） 　
http://www.takayama-
bunka.org/fine-art/
20220227okamoto.html

発売日

1月8日（土）より
　販売再開

岡本知高岡本知高
C o n c e r t o  d e l
S o p r a n i s t a  2 0 2 2  
C o n c e r t o  d e l
S o p r a n i s t a  2 0 2 2  

令和3年9月25日公演のチケットはそのままの席で利用いただけます。 ※チケットの払い戻しもいたします。

〔一般〕　　　              SS席 5，000円・S席 4，000円・A席 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　SS席 4，500円・S席 3，500円・A席 2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　SS席・S席・A席共に 2，000円

開演  午後予定

高山市民文化会館大ホール日3 20
チケット料金（税込）

プレイガイド

全席指定

高山市民文化会館
チケットぴあ［Pコード510-158］

発売日

メセナメイト先行発売
午前10時～
一般発売  午後1時～

（ネット受付午後2時～）

1月22日（土）

ネット受付（特設ページより） 　
http://www.takayama-
bunka.org/fine-art/
20220320rousokunou.html

新型コロナウイルス感染症対策のため延期したコンサートです。

※未就学児入場不可　※席数減で開催する場合があります

蝋
燭

薪
能
を
彷
彿
と
さ
せ
る
幻
想
的
世
界

観
世
流
シ
テ
方
小
島
英
明
が
誘
う

「
能・狂
言
」の
世
界

小
島
英
明

野
村
萬
斎

　
本
年
も
、

新
春
を
寿
ぐ

め
で
た
い
飾

り
物
が
揃
い

ま
す
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

◇
テ
ー
マ
　
干
支
「
寅
」、
歌
会

　
始
め
お
題
「
窓
」

◇
日
時
　
一
月
十
四
日
（
金
）
～

　
十
六
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後

　
五
時
（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階

◇
入
場
無
料



　
　

吉
城
高
等
学
校

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
々
会
え
な
い
親と

も友
想
う
同
じ
満
月
見
て
い
る

　
　
　
　
　

の
か
な	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

山
下　

祐
華

　
　
　
　
　

お
湯
注
ぎ
月
を
浮
か
べ
て
混
ぜ
溶
か
す
ほ
ん
の
り
甘
い
お
月

　
　
　
　
　

様
の
味　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

岡
田　

千
佳

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
し
ん
み
り
と
し
た
家
の
中
ひ
ょ
っ
こ
り
覗
く

　
　
　
　
　

十
六
夜
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

加
藤　
　

凛

　
　
　
　
　

帰
り
道
雲
か
ら
覗
く
月
明
り
疲
れ
た
心
を
微ひ

そ

か
に
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

三
枝　

柚
奈

　
　
　
　
　

満
月
を
一
人
じ
め
し
て
遊
び
を
り
「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ

　
　
　
　
　

ん
だ
」
と
振
り
向
き
て　
　
　
　
　
　
二
年　

溝
口　

史
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　
「
な
ぜ
飛
騨
は
ど
の
音
楽
分
野

を
見
て
も
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
す

か
」、
こ
ん
な
嬉
し
い
質
問
を
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。私
は「
飛

騨
人
の
素
養
で
あ
り
、
沢
山
の
優

れ
た
指
導
者
が
い
た
か
ら
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

　

父
・
好
明
は
大
正
六
年
萩
原
で

飯
島
家
三
男
と
し
て
誕
生
。
昭
和

七
年
高
山
尋
常
小
高
等
科
か
ら
岐

阜
師
範
（
岐
阜
大
学
）
に
入
学
。

そ
の
時
、
好
明
の
人
生
を
決
定
し

た
の
が
、
同
じ
く
飛
び
級
で
岐
阜

師
範
に
入
学
し
た
「
下
通
進
平
・

山
本
弘
・
中
村
好
明
」
の
三
盟
友

で
し
た
。

　

昭
和
十
二
年
師
範
を
卒
業
、
湯

屋
小
・
高
山
尋
常
小
（
国
民
学
校
）

と
赴
任
。
そ
の
間
に
、
独
自
の
音

楽
教
育
を
開
発
、
後
に
日
本
の
音

楽
教
育
史
に
残
る
「
ふ
し
づ
く
り

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

音楽教育に捧げた生涯
中村好明

中村隆夫

の
音
楽
教
育
」
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
「
文
部
省
唱
歌
」
を
歌

う
だ
け
が
音
楽
の
授
業
で
し
た
。

オ
ル
ガ
ン
も
弾
け
な
い
教
師
ば
か

り
で
し
た
。
こ
れ
で
は
「
本
物
の

音
楽
力
は
育
た
な
い
」
と
憂
う
父

は
、
戦
前
戦
後
に
「
初
等
教
育
基

礎
指
導
案
」「
基
底
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
音
楽
科
編
小
学
校
」
な
ど
、
全

く
新
し
い
指
導
法
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
。昭
和
二
十
八
年
に
は「
高

山
市
六
三
音
楽
教
育
研
究
会
」（
今

の
飛
音
研
）
設
立
、
教
師
の
授
業

法
講
習
を
始
め
ま
す
。
そ
の
時
制

作
し
た
「
音
楽
の
お
け
い
こ
」（
昭

和
二
十
六
年
初
版
・
下
通
進
平
・

78

90歳のラスト指揮（全飛合唱祭）

山本弘氏
理論でまとめ全国展開

下通進平氏
教材製作協力 大進社

大
進
社
刊
）、
補
助
教
材
の
最
先

端
を
行
く
画
期
的
な
も
の
で
し

た
。
後
の
「
ふ
し
づ
く
り
」
に
繋

が
り
ま
す
。
音
楽
指
導
に
悩
む
先

生
は
、
誰
で
も
教
え
ら
れ
る
指
導

方
法
を
求
め
て
い
ま
し
た
。　
　

　
「
教
え
る
」授
業
か
ら「
育
て
る
」

授
業
に
、更
に
「
主
体
的
に
学
ぶ
」

授
業
と
な
る
「
ふ
し
づ
く
り
の
教

育
」
は
、
好
明
の
実
践
と
山
本
弘

の
理
論
で
完
成
し
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
代「
ふ
し
づ
く
り
」

は
全
国
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
毎
年
数
千
人
の
教
師

が
受
講
に
訪
れ
、
現
在
で
も
広
島

大
学
な
ど
各
地
で
実
践
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
「
飛
騨
音
楽
教
育

研
究
会
」
が
発
足
し
初
代
会
長
に

就
任
。夜
間
や
休
日
に
行
わ
れ
る
、

教
師
の
自
主
的
な
学
び
の
場
で
あ

り
、
現
在
も
ふ
し
づ
く
り
教
育
の

推
進
母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飛
騨
出
身
の
音
楽
家
が
広
く
全

国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
情
熱
あ

る
飛
騨
の
教
師
達
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
賜
物
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
２
２

◇
日
時　

一
月
三
十
日
（
日
）
午

　

後
一
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

 

短
歌
の
中
島
咲
音
さ
ん
が
青
竜

大
賞
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
青
竜
賞
の
間
違
い
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

好
明
は
校
歌
の

普
及
に
も
務
め
小

規
模
校
を
中
心
に

無
報
酬
で
作
曲
を

引
き
受
け
ま
し

た
。
西
小
・
宮
小
・

三
枝
小
・
岩
滝
小
・

清
見
中
・
下
呂
西

小
・
萩
原
小
・
宮

川
中
ほ
か
二
十
校

に
も
。
更
に
合
唱

曲
や
行
進
曲
な
ど

の
校
歌
編
曲
も
画

期
的
で
し
た
。
多

く
が
廃
校
さ
れ
た

の
は
残
念
で
す
が

地
域
愛
称
歌
と
し

お
月
見
歌
会 

入
選
歌
発
表

令
和
三
年
度 

道
伝
え
の
日

◎
一
般
の
部　

課
題
歌
「
月
」　　
　
　
　

雁
部
貞
夫
先
生
推
薦

　
　
　
　
　

槍
ヶ
岳
人
を
拒
み
し
鎌
尾
根
の
刃
文
の
上
に
月
が
浮
か
び
ぬ	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　

春
彦

　
　
　
　
　

伝
へ
来
し
わ
ざ
に
勇い

さ
な魚
を
追
ふ
民
を
目
守
り
つ
つ
月
の
淡
く

　
　
　
　
　

な
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
見　

輝
子

互
選
一
席　

槍
ヶ
岳
人
を
拒
み
し
鎌
尾
根
の
刃
文
の
上
に
月
が
浮
か
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　

春
彦

互
選
二
席　

言
い
訳
も
本
当
の
こ
と
も
言
わ
な
い
で
口
笛
だ
け
を
吹
き
た

　
　
　
　
　

い
月
夜	　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

稲
泉　

真
紀

互
選
三
席　

満
月
に
照
ら
し
だ
さ
れ
し
白
萩
は
守
る
人
な
き
墓
に
寄
り

　
　
　
　
　

そ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

恭
子

◎
一
般
の
部　

自
由
歌

雁
部
貞
夫
先
生
推
薦

　
　

　
　

シ
ュ
ワ
ッ
シ
ュ
ワ
ッ
と
気
泡
は
じ
け
る
カ
ル
ピ
ス
の
ス
ト

　
　
　
　
　

ロ
ー
が
二
本
恋
も
弾
け
る　
　
　
　
　
　
　

三
尾　

幸
子

　
　
　
　
　

打
つ
、
投
げ
る
、
走
る
、
大
谷
は
夢
く
る
る
野
球
の
事
は
知

　
　
　
　
　

ら
ぬ
吾
に
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
野　

紘
子

互
選
一
席　

明
王
の
憤
怒
の
相
も
や
わ
ら
か
に
秋
の
陽
浴
び
る
村
の
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西　
　

春
彦

互
選
二
席　

言
ひ
た
き
こ
と
半
分
ほ
ど
は
呑
み
込
み
て
相
づ
ち
打
ち
ぬ
夫

　
　
　
　
　

と
の
夕
餉	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡　

和
代

互
選
二
席　

急
逝
せ
し
母
が
そ
の
朝
活
け
し
と
い
ふ
無む

ぐ
ん
ふ
ぁ
窮
花
一
輪
枕
辺
に

　
　
　
　
　

置
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
小
林　

伸
子

◎
高
校
生
の
部　

課
題
歌
「
月
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
山
吾
朗
選

　
　

斐
太
高
等
学
校

　
　
　
　
　

若
き
日
の
祖
父
母
の
ア
ル
バ
ム
眺
む
れ
ば
幼
き
父
の
ス
ト
ロ

　
　
　
　
　

ベ
リ
ー
ム
ー
ン	

　
　
　
　
　
　
　

二
年　

門
前　

凛
音

　

本
年
度
よ
り
、
俳
人
協
会
岐
阜

県
支
部
長
の
大
野
鵠
士
先
生
に
審

査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

◎
一
般
の
部　

兼
題
句「
芭
蕉
忌
」

大
野
鵠
士
先
生
推
薦

擂
粉
木
の
母
よ
り
減
ら
ず
芭
蕉
の

忌　
　
　
　
　
　
　

野
村　

勝
巳

芭
蕉
忌
や
あ
か
ざ
の
杖
に
触
れ
も

し
て	

　
　
　
　
鈴
木　

齊
夫

互
選
一
席

芭
蕉
忌
や
句
は
終
り
な
き
旅
に
似

て	

　
　
　
　
柴
田　

恭
子

互
選
二
席

時
雨
忌
や
肌
着
一
枚
足
す
旅
荷	

　
　
　
　
　
　
　
　

山
越　

朝
子

時
雨
忌
の
旅
立
つ
朝
の
福
茶
か
な	

　
　
　
　
　
　
　

竹
本　

か
ほ
る

◎
一
般
の
部　

当
季
雑
詠
句（
秋
・
冬
）

大
野
鵠
士
先
生
推
薦

鷹
舞
ひ
て
螺
旋
の
風
の
生
ま
れ
け

り	

　
　
　

七
種　

年
男

ケ
ン
ト
紙
に
生あ

る
る
天
馬
や
星
月

夜	

　
　
　

澤
木　

正
子

互
選
一
席

鷹
舞
ひ
て
螺
旋
の
風
の
生
ま
れ
け

り	

　
　
　

七
種　

年
男

互
選
二
席

秋
天
へ
稜
線
を
研
ぐ
槍
・
穂
高	

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

齊
夫

互
選
三
席

高
ら
か
に
勝
利
の
校
歌
雲
の
峰	

　
　

　
　
　
　
　

柴
田　

恭
子

町
染
め
て
岳
染
め
上
げ
し
秋
落
暉	

　
　

　
　
　
　

高
木　

み
つ
江

◎
高
校
生
の
部　

飛
騨
俳
句
会
選

　
　

飛
騨
神
岡
高
等
学
校

夕
焼
け
や
母
と
歩
い
た
稲
穂
径	

　
　
　
　
　

二
年　

井
上　

実
咲

栗
の
い
が
刺
さ
る
が
如
し
胸
の
奥	

　
　
　
　
　
一
年 

中
島　

彩
音

　
　

吉
城
高
等
学
校

流
星
や
一
瞬
の
夢
掴
み
取
る	

　
　
　
　
　

三
年　

岩
畑　

伶
奈

秋
の
蝉
明
日
も
生
き
る
と
日
に
叫

ぶ	

　
三
年　

田
上　
　

雷

グ
ラ
ン
ド
に
や
さ
し
き
黄
色
秋
の

蝶	

　
二
年　

加
藤　
　

凛

い
っ
て
来
ま
す
大
き
く
一
息
秋
の

霜	

　
二
年　

小
坂　

哲
太

柿
日
和
喋
ら
な
い
の
も
思
い
や
り	

　
　
　
　
　

二
年　

洞
口　

翔
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

芭
蕉
忌
句
会 

入
賞
句
発
表

令
和
三
年
度 

道
伝
え
の
日

て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

教
材
曲
や
村
歌
・
慈
光
園
歌
・
幼

稚
園
歌
・
清
徳
会
の
歌
な
ど
作
曲

は
百
曲
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

南
小
退
職
後
は
短
大
附
属
幼
稚

園
長
十
四
年
、
そ
の
「
幼
児
音
楽

教
育
」
を
全
国
に
赴
き
指
導
。

　

後
進
の
指
導
者
育
成
、
少
年
少

女
合
唱
団
、
市
民
吹
奏
楽
団
、
南

友
・
赤
い
靴
な
ど
コ
ー
ラ
ス
指

導
、県
民
オ
ペ
ラ
飛
騨
圏
域
監
督
、

高
齢
者
オ
ペ
ラ
「
笠
地
蔵
」
の
創

作
指
導
な
ど
、
人
々
に
慕
わ
れ
、

九
十
歳
に
な
る
ま
で
飛
騨
の
音
楽

文
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

思
え
ば
「
何
も
無
い
時
代
」
に

あ
っ
た
「
何
か
」
が
好
明
の
生
き

甲
斐
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
は
「
何
で
も
あ
る
時
代
」

で
す
が
「
何
か
」
は
…
。

　

平
成
三
十
年
逝
去
、
享
年
百
一

歳
。

【
主
た
る
表
彰
】

高
山
市
文
化
協
会
顕
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
）

市
制
六
十
周
年
市
長
表
彰　
　
　

        

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
八
年
）  

岐
阜
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞　

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
四
年
）

瑞
宝
双
光
章
叙
勲

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
七
年
）

高
山
市
芸
術
文
化
顕
彰
受
賞

　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
三
年
）  

「
岡
目
一
目
」

　

國
島
市
長
の
「
天
敵
」
渡
辺
克

則
と
い
う
男
は
、
忖
度
と
い
う
事

を
知
ら
な
い
。
市
民
時
報
連
載
の

戯
画
「
ド
ラ
イ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
が

五
百
回
を
越
え
た
。
や
が
て
一
冊

の
本
に
な
る
と
い
う
。

　

昔
は
漫
画
と
言
っ
た
け
れ
ど
、

今
は
イ
ラ
ス
ト
。
痛
烈
な
風
刺
や

皮
肉
に
多
く
の
人
々
が
歯
軋
り

し
、
又
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
々
が

拍
手
喝
采
し
た
こ
と
か
。

　

戦
後
、
一
番
多
く
漫
画
家
の
餌

食
に
な
っ
た
の
は
、
吉
田
茂
首
相

だ
と
言
う
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の

強
烈
な
個
性
が
国
民
に
親
し
ま
れ

て
い
た
。
漫
画
に
取
り
上
げ
ら
れ

な
い
よ
う
な
政
治
家
は
、
影
が
薄

い
こ
と
に
な
る
。
國
島
市
長
は
喜

ぶ
べ
き
で
す
。

　

こ
の
ガ
ン
モ
ン
モ
も
、
数
回
彼

の
毒
筆
で
お
ち
ょ
く
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
っ
ち
も
漫
画
が
描
け

た
ら
一
矢
報
い
て
や
り
た
い
。
あ

の
太
め
の
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
の
白

髪
の
オ
ジ
さ
ん
み
た
い
な
顔
に
向

っ
て
、「
心
身
共
に
太
え
野
郎
だ
。

忖
度
を
知
れ
」
な
ん
て
。

　

ど
こ
か
の
国
の
勧
善
懲
悪
省
な

ら
、
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て

る
私
ら
は
、
即
刑
務
所
で
す
な
。

風
刺
が
許
さ
れ
る
国
は
自
由
で
、

人
々
の
心
の
風
通
し
が
い
い
。

                  

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会

特
別
展
と
し
て
、
文

化
協
会
役
員
の
活
動

を
紹
介
す
る
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現

在
、
色
々
な
文
化
活

動
が
低
迷
し
て
い
ま

す
が
、
当
協
会
で
は

出
来
る
限
り
の
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
端
を
ご
覧
い

た
だ
け
る
作
品
展
で

す
。

　

ま
た
、
昨
年
七
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
小

鳥
幸
男
氏
の
俳
句
を
は
じ
め
、
引

退
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
の
作
品
も

展
示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
文
化
会
館
ま
で
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

一
月
二
十
九
日
（
土
）

　

・
三
十
日
（
日
）
午
前
十
時
～

　

午
後
五
時

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

　
　
　
　
　
　
谷
口
津
弥
子

　
　
　
　
　
　
（
岡
本
町
二
）

高
山
市
自
治
功
労
章

　
　
　
　
　
　
元
田
勉

　
　
　
　
　
　
（
大
新
町
二
）

高
山
市
商
工
業
功
労

文
化
協
会
会
員
の

令
和
三
年
受
賞
・
入
賞

高山市文化協会特別展・協会役員作品展
- 1/29（土）・30（日）-

第
45
回
飛
騨
文
芸
祭
作
品
集

『
飛
騨
文
藝
』の
訂
正

©武藤章

鍵
盤
の
音
楽
史
に

永
遠
に
そ
の
名
を
刻
む

3
人
の
作
曲
家
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

上原
彩子
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2022年デビュー20周年記念
ショパン＆リスト＆ラフマニノフの世界

〔一般〕　　　　　　　 2，000円
〔メセナメイト会員〕　　　1，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可※席数減で開催する場合があります

午後2時開演/午後1時15分開場

高山市民文化会館
大ホール

日1 23
チケット料金（税込）

プレイガイド

全席指定

高山市民文化会館
チケットぴあ［Pコード209-127］
ネット受付（特設ページより）　
http://www.takayama-
bunka.org/fine-art/20220123
uehara.html
※飛騨市文化交流センターでは販売いたしません

新型コロナウイルス感染症対策のため延期したコンサートです。 市民文化芸術鑑賞事業

●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●共催　サラマンカホール  ●お問合せ　（一社）高山市文化協会（tel.34-6550）

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更
や中止、延期となる場合があります。体調不良
の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、
マスクの着用をお願いします。

チケット好評販売中

令和3年9月11日公演のチケットは
そのままの席で利用いただけます。

2010年在りし日の両親（母 静枝と）

西小学校職員による演奏  好明：オルガン（昭和26年）


